
 

  

 

 
 

 

昭和 30年代の赤山 

山をつくる土砂が赤味を帯びていることから、「赤山」と呼ばれていました。古くは「箱谷」と言われ、この付近から石棺が出土したことに由

来しています。赤山には 8基の古墳があったことが確認されていましたが、その多くは崩れ去ったり、開発されたりして跡形もなくなっていま

す。これらの古墳群は「岡山古墳群」と言われています。 

また、この頃岸和田市内の小学校では遠足に「赤山」をよく利用していました。 
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